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第 1回 『資本論』から現代を読む 
 
2009 年 11 月 17 日(火) 15:00～18:00 生田校舎７号館 702 教室(133 名参加) 
 
基 調 講 演  的場 昭弘 氏（神奈川大学経済学部教授） 
コメンテーター  清水 真志 氏（本研究所員） 
コメンテーター  吉田 雅明 氏（本研究所員） 
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今から 20 年前の 1989 年、この大学に社会科学論の担当として赴任しました。そのころは、
望月学長が就任されたばかりのころでした。望月先生もマルクス研究者ですけれど。まだこの
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校舎もなかったのではないかと思うのです。20 年近くここで講義をしていたのですから、日数


























































































































































































































の利子率だったかよく知っています。為替も変化しました。１ドルが 270 円から 280 円になり
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年代か 70 年代まで、先進資本主義国にいるトップクラスの金持ちの、年間所得でせいぜい 100
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在、４時 10 分をちょっと過ぎていますけれども、これから休憩を入れまして、4 時 30 分から
コメント及び質疑応答ということにしたいと思います。これから 30 分まで休憩を入れますので、
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４時 30 分からまた開始します。 

















































































































































































































































































































































































































98 年は日本の GDP の成長が落ちた時で、その落ちたときに、いわゆるデフレスパイラルと
いう言葉がありました。そのときに「何か説明するものはないか」というところでマルクス経
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私有財産のもっと高度な形態というのは資本主義になって初めて出現する。いずれにしてもマ
ルクスは、いわゆる利己心を中心としたシステムというのはそう古くはないと考えています。
とはいえ、ここに大きな疑問があります。一度利己心という、エデンの園にある欲望という木
の実を食べた人間は、元に戻れるのかという問題です。そここそまさに『資本論』が抱える、
解き明かさなければならない問題がある。一度このような世界に入ったら永遠にこのままにな
る可能性がある。フランシス・フクヤマではないですけど、これが人類の終焉かもしれません。
ということは過去がこうだったから未来がこうなるということで、これで終わってしまったら
批判にならないのです。そこで過去の歴史から説いて説明することは無理だということになり、
彼は一切歴史を前提しない形で、資本主義社会を批判します。商品生産社会という概念装置は
まさにそれです。ここではきれいに消えているのはそういう歴史的部分なのです。だから、『資
本論』を読んで私的所有に対する批判がないではないか、は、まさにそうで、私的所有そのも
のを否定するような世界を時々インドだとか、出してはいるのですが、それは資本主義の外か
ら出てくるので、本来のストーリーの中に出てこないのです。ワラキアの賦役農民とか、いろ
んな例が出てきます。だから違う世界はあるのですがそれは傍証であって、本来の筋は最初か
らある意味で私的所有の社会で進んでいくようなかたちになっています。でもそうすることに
よって逆に、私有財産を普及させて、剰余価値を吸収していくようなシステムはどこかで先行
きがないのだ、という議論を立てます。資本主義自体の理論モデルは結局崩壊せざるを得ない
のだと。過去がこうだったから崩壊せざるを得ないというのは、ある意味で一種の願望です。
しかしそれ自体の理論の中で崩壊せざるを得ないというのは理論の側面だから、これは説得力
がある。こう表現を変えたのです。ただこれで欠けることは何かというと、歴史の持っていた
力強さ、なぜこのようになったのか、そしてこれから未来にどこに行くのかということについ
ての強さが、実は『資本論』の中で少し消えています（第７篇は除いて）。危なさが減っている。
だから、マルクスは『資本論』でもそうした部分を苦しみながら入れなくてはいけなくなり、
ところどころ入れているのです。おかしいなというところには必ず歴史が入っているのですが、
けれども全体的にそれを押し殺しているところに何か、一種の欲求不満みたいなものが出てい
るかなと思います。私はそんなふうに考えています。 
 
◇【司会】 もう時間があれなのですけど、よろしければまた後から。 
的場先生および二人のコメンテーター、お疲れ様でした、ありがとうございました。これで
もう時間もありませんので終わりたいと思います。長いこと、３時間ほどお付き合いいただき
まして、ありがとうございました。これでシンポジウムを終わります。 
